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歳
　
入

歳
　
出

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
よ
り
三
十
二
億
円
ふ
え
、
七

百
八
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
実
質
的
に
は
、
平
成
五
年
以
来
、
久
々
に
七
百

億
を
超
え
る
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
各
会
計
予
算
の
合
計
も
、
前
の
年
に
比

べ
約
七
十
八
億
円
、
五
・
七
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
が
、
元
気
と
安
心
を
実
感
で
き
る
事
業
に
重
点
を

置
い
た
、「
平
成
十
八
年
度
富
士
市
の
予
算
」
を
紹
介
し
ま
す
。

原
商
業
高
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
事
業
や
、

（
仮
称
）富
士
交
流
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
な
ど
の
建

設
に
伴
い
、
約
十
二
億
四
千
万
円
ふ
え
ま
し
た
。

ま
た
、
新
規
に
借
り
る
お
金
を
、
返
済
す
る
お

金
（
公
債
費
）
よ
り
抑
え
る
こ
と
で
、
市
債
残

高
を
減
ら
す
こ
と
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
歳
入
に

占
め
る
、
市
の
自
前
の
財
源
（
自
主
財
源
）
は

約
七
二
・
五
％
。
市
税
や
公
共
施
設
の
使
用
料
、

住
民
票
な
ど
の
発
行
手
数
料
な
ど
が
こ
れ
に
当

た
り
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
に
頼
る
こ
と
な

く
、
安
定
的
な
財
政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

歳
入
の
約
六
割
を
占
め
る
の
は
、
市
民
や
企

業
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
で
す
。

市
税
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
個
人
市
民
税
の
増

収
と
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
企
業
収
益
の
回

復
に
よ
る
法
人
市
民
税
の
増
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
前
年
度
に
比
べ
、
約
八
億
六
千
万
円
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
て
、
国
や
県
か
ら
補
助
・

交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
や
、
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
お
金
を
借
り
る
市
債

な
ど
を
依
存
財
源
と
言
い
ま
す
。

市
債
は
、
単
に
そ
の
年
度
の
資
金
不
足
を
補

う
た
め
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
利
用

さ
れ
る
道
路
や
建
物
な
ど
の
整
備
資
金
を
将
来

世
代
の
人
た
ち
に
も
公
平
に
負
担
し
て
も
ら
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成
十
八
年
度
は
、
吉

市
の
自
前
の
財
源
は
、
七
二
・
五
％

歳
入
の
約
六
割
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
市
税

歳
出
で
は
、
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
基

盤
づ
く
り
や
、
市
民
生
活
の
充
実
と
安
心
・
安

全
な
社
会
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
重
点
を
置
き

ま
し
た
。

歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
事
業
に
充
て
ら
れ
る
民
生
費
が
二
三
・
二
％

を
占
め
、
六
年
連
続
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
福
祉
や
医
療

に
か
か
る
経
費
が
年
々
ふ
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
と
し
の
十
月
か
ら
市
独
自
で
始

め
る
「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」
は
、
今
ま

で
小
学
校
就
学
前
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
た
医

療
費
助
成
を
小
学
校
二
年
生
ま
で
と
し
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
に
は
、
公
共
施
設
の

耐
震
化
事
業
、
伝
法
小
学
校
改
築
事
業
や
新
富

士
駅
周
辺
Ｂ
地
区
へ
の
多
目
的
施
設
建
設
事
業

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
平
成
十
八
年
度
は
、

現
在
の
富
士
市
が
誕
生
し
て
四
十
周
年
に
当
た

り
、
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
事
業
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
二
〜
七
ペ
ー
ジ
の
「
施
政
方
針
」
を
ご
ら

ん
く
だ
さ
い
。

福
祉
の
た
め
に
使
わ
れ
る
民
生
費
の
割
合

が
六
年
連
続
で
ト
ッ
プ
に

自
主
財
源
だ
け
で
は
、
す
べ
て
賄
え
ま
せ

ん

 

一
般
会
計
で
は
、
市
税
を
主
な
財
源
と
し
て
、

道
路
、
福
祉
、
教
育
な
ど
、
行
政
の
基
本
的
な

事
業
の
経
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
企
業
会
計
は
、
一
般
会
計
と
切

り
離
し
、
特
定
の
事
業
ご
と
に
分
け
て
経
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
な
ど
に
設
け
ら
れ
る
会
計
で
、
富
士
市
に
は

十
八
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
な
経

営
を
し
て
い
る
事
業
で
、
水
道
事
業
と
病
院
事

業
が
あ
り
ま
す
。

市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、

企
業
会
計
が
あ
り
ま
す
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諸収入 
（貸付金元利収入など） 
47億2,253万円（6.7％） 

分担金及び負担金、使用料・手数料 
（市営住宅使用料・施設入所者の負担金など） 
32億2,941万円（4.5％） 

国庫支出金（国からの補助金など） 
47億3,868万円（6.7％） 

市債（市の借入金など） 
46億2,600万円（6.5％） 

地方譲与税等ほか 
（国から地方に譲与 
されるお金など） 
69億4,801万円（9.8％） 

繰越金ほか 
（前年度からの繰越金や寄附金、財産収入など） 
13億1,831万円（1.9％） 

市税市税 
（市民税、固定資産税など）（市民税、固定資産税など） 
420420億6,1306,130万円万円（59.459.4％）％） 

市税 
（市民税、固定資産税など） 
420億6,130万円（59.4％） 

民生費民生費 
（高齢者・児童などの福祉に）（高齢者・児童などの福祉に） 
163163億8,8048,804万円万円（23.223.2％）％） 

民生費 
（高齢者・児童などの福祉に） 
163億8,804万円（23.2％） 

土木費土木費 
（道路や公園などの整備に）（道路や公園などの整備に） 

129129億6,6796,679万円万円（18.318.3％）％） 

土木費 
（道路や公園などの整備に） 

129億6,679万円（18.3％） 

教育費教育費 
（学校整備や社会教育に）（学校整備や社会教育に） 

100100億2,7622,762万円万円（14.214.2％）％） 

衛生費衛生費 
（ごみ処理や病気の予防に）（ごみ処理や病気の予防に） 
8686億1,7121,712万円万円（12.212.2％）％） 

教育費 
（学校整備や社会教育に） 

100億2,762万円（14.2％） 

衛生費 
（ごみ処理や病気の予防に） 
86億1,712万円（12.2％） 

公債費 
（借りたお金を返すために） 
73億9,380万円（10.4％） 

総務費 
（庁舎管理や国際交流などに） 
66億4,101万円（9.4％） 

消防費 
（消防・水防・防災のために） 
29億3,152万円（4.1％） 

商工費ほか 
（商業や工業の発展などのために） 
58億3,410万円（8.2％） 

歳出 歳入 

県支出金（県からの補助金など） 
31億5,576万円（4.5％） 

自主財源自主財源 
72.572.5％ 

依存財源依存財源 
27.527.5％ 

自主財源 
72.5％ 

依存財源 
27.5％ 

　 特 別 会 計 区 分 　   
国民健康保険事業 
老人保健医療事業 
介護保険事業 
下水道事業 
公共用地先行取得事業 
新富士駅南地区土地区画整理事業 
墓園事業 
地方卸売市場事業 
駐車場事業 

予　算　額　 
198億         　円 
152億         　円 
95億4,000万円 
82億         　円 
15億6,143万円 
7億7,700万円 
5億         　円 
1億6,600万円 
9,700万円 

 

下の表では、財産管理特別会計（内山、旧吉原、旧島
田、旧今泉、旧今泉・一色・神戸・今宮、旧元吉原、
旧須津、旧吉永、旧原田）を省略してあります。

水道事業 41億8,452万円

市立中央病院は、市民の皆さんによ
りよい医療を安全に提供し、医療の
向上に努めていきます。

上水道の安定的な給水に向け、第7
期拡張事業に基づく管網整備や、簡
易水道の統合などを進めます。

病院事業 126億6,605万円

168億5,057万円

708億円

福祉のために

6万7,314円

学校整備や社会教育のために　

4万1,188円

ごみ処理や医療のために

3万5,395円

一般会計予算を市民1人当たりに換算すると

道路などの整備に

5万3,261円

562億8,853万円

※708億円を、3月1日現在の人口
（24万3,454人）で割りました。

29万814円
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